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皮膚 科領域 におけ るCarbenicillin(第1報)

谷 奥 喜 平 ・徳 丸 伸 之 ・荒 田次 郎

藤 田慎 一 ・三好 薫 ・小 玉 肇

岡山大学皮膚 科(主 任:谷 奥喜平教授)

6-Aminopenicillanicacidか ら合 成 され た新 合成 ぺ

aシ リソで あ るCarbenicillin(CB-PC)に つ い て,試

験管内抗 菌 力,交 契耐性,1段 中濃 度,臨 床成 績 につ い て

検討 したの で以下 に報 告す る。

1.試 験管 内抗 菌 力

当科 外来 の膿 皮症(主 と して 深在 性)か ら採 取 した コ

ァグラーゼ陽 性 プ菌32株 に 対 す るCB-PCの 抗菌 力を平

板 稀釈法 で検索 した。 培地 は ハー ト ・イ ソフ ユー ジ 誕ソ

寒 天(日 水)を 用 い,菌 は ブイ ヨ ソに24時 間 培 養 した も

の1白 金 耳を颪 線 塗抹 し,24時 間後 に判定 した 。 同時 に

PenicillinG(PC-G),Aminobenzylpenicillin(AB-

PC)の 抗 菌 力 も判 定 した 。最 小 発 育阻 止 濃 度(MIC)

の分布を 一括 して第1図 に 示す 。MICの 分布 はP()-G

では,≦0.39mcg/ml7株,0.78mcg/ml1株,1.56

mcg/mi3株,3.13mcg/ml4株,12・5mcg/ml3株,

25mcg/m13株,50mcg/m11株,100mcg/m17株,

1eOmcg/m1〈3株 で あ り,AB-PCで は,≦0・39mcg/

ml8株,0.78mcg/ml1株,L56エncg/ml3株,3・13

mcg/ml1株,6.25mcglm12株,12・5mcg/皿13株,

株

J5

10

5

25mcg/mI4株,50mcg/m15株,100mcg/m14株,

100mcg/m1<1株 で あ り,CB-・PCで は0.78mcg/ml

1株,1.56mcg/ml4株,3.13mcg/ml4株,6.25mcg/

ml5株,12.5mcg/ml14株,25mcg/ml4株 で あ つ

た。PC--G,AB-PCで は 多峰 性 を 示 して い るが,CB・-PC

は1峰 性 を示 して い る。CB--PCは 感受 性群 に 対 しては

抗菌 力がPC-G,AB--PCに 比 較 し若干 劣 るが,PC-G,

AB-PC高 度耐 性 群 に対 して はMICが25mcg/m1以 下

で あ る。

2。 交 叉 耐性

われ わ れ は 以前 にPC-G,AB-PCの 抗 菌 力を 検 討 し

たが 奎)・2),今回 の デ ー タ とあわ せ 考 え る とP(ンGとCB-

PCと の交 叉 耐性 は 第2図 に示 す よ うに必 らず し も交 叉

せず,感 受 性 群 はPひGの ほ うがCB-PCよ りも優 れ た

抗 菌 力を 示す が,PC--G高 度 耐性 群 で もCB-PCは 感 受

性 を示 す ものが あ る。 この 傾 向は 第3図 に 示 す よ うに

AB-PCとCB・-PCの 間 で も同 じであ る。

3.血 中 濃度

健康 成 人3名 に 本 剤19を 筋注 し,そ の 後 の血 中 濃度

の推 移 を薄 層 カ ッ

プ法 に よつ て測定

した 。試 験 菌 種 は

B.subtiiisATCC

6633を 用い た 。3

名 の平 均値 を 第4

図 に示 す。 ピー ク

に達 す るのは30分

目で,15分 目15.O

mcg/m1,30分 目

18.3mcg/ml,1

時 間 目17.Omcg/

m旦,2時1習]目9.5

mCg/ml,4時 間

目3.OmCg/ml,

6時 間 目0.3mcg!

mlで あ る。

4.臨 床 成績

聯 腫症2例,姉
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第4図CB-P¢ 血Φ濃農(血童願威人5毛:の平∫箋)

(B.strbtitisArCC6633、 蕩雁刀棚り

1例,膿 瘍1例,蜂 窩 織 炎1例 の 計5例 に使 用 した。4

例に は1日1回1g筋 注 し,1例 には1日2回1gず つ

筋 注 を した 。 効果 判 定 ほ4日 を 基準 と し,著 効(帯),有

効(昔),や や有 効(十),無 効(一)と した 。結 果は第

1表 に 示す 。

ま と め

1)ブ 菌 に 対 す る抗 菌 力は 感 受性 群 で はPC-G,AB-

PCの ほ うがCB-PCよ り も優 れ て い る。PC・-G,AB-

PC高 度 耐 性群 で もCB-PCで 感 受 性 を示 す ものが あ る。

2)本 剤1g筋 注 時 の 血中 濃 度 の ピー クは30分 目にあ

り,そ の値 は18.3mCg/mlを 示す 。

3)臨 床 成 績 は5例 中,著 効2例,有 効1例,や や 有

効2例 で,副 作 用は み られ なか つ た。
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第1表CB-PC臨 床 成 績

年 令 性 病 名1日 量 × 旧数 経 過 効果 副作 用

121♀ 癒 腫 症19×53日 目に は圧 痛 消 失,4日 目に は硬 結 の み(惜)な し

2目 目爾 疹痛 著 明
278♀"19×1010日 目ほ とん ど治 癒 す る も一 部 な お膿 汁 流(十)な し

出

352♀ 痴19×33日 目に は治 癒(辮)な し

416♀ 膿 瘍29×73日 目に は疹 痛 減,6日 目紅 色腫 脹 減(什)な し

567♀ 蜂 窩 織 炎19×87日 目わ ずか に紅 色腫 脹 減(十)な し
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CARBENICILLIN IN DERMATOLOGY  (  1  )

 KIHEI TANIOKU, SHINZI TOKUMARU,  ZIRO ARATA,  SINICHI FUZITA, 

             KAORU  MIYOSI & HAZIME KODAMA 

  Department of Dermatology, Okayama University Medical School 

                (Director  : Prof.  KIHEI  TANIOKU)

 Carbenicillin (CB-PC) was studied fundamentally and clinically. The following data were obtained. 
 1) In vitro antibiotic activity : The sensitivity to CB-PC of 32 strains of coagulase positive Staph. 

aureus obtained from pyodermas (chiefly deeper) was studied with plate dilution method. MIC was 
 0.78 against 1, 1. 56 against 4, 3. 13 against 4, 6. 25 against 5, 12. 5 against 14 and 25 mcg/ml against 4 

strains. PC-G and AB-PC have stronger activity than CB-PC against sensitive strains. However, CB-
PC inhibited PC-G and AB-PC resistant strains with  MIC�25 mcg/ml. 

 2) The serum levels were followed after intramuscular injection of 1 g of CB-PC in 3 persons. The 

mean values at 15, 30 minutes, 1, 2, 4 and 6 hour were  15.  0, 18. 3,  17.  0,  9.  5,  3.  0 and  O.  3 mcg/ml. 
 3) Clinical evaluations : CB-PC was used in 5 cases of skin infections. All of them showed beneficial 

results.




